
「新しい生活様式」に対応した

新型コロナウイルス感染症感染拡大予防ガイドライン
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1.一定の距離 (ソーシャルデイスタンス)の確保方法
B従業員と宿泊客及び宿泊客同士の接触をできるだけ避け、対人距離 (できるだ

け2mを目安に(最低lm))を確保する
日受付の入場制限等

2,従業員の健康管理 (保健衛生対策)の織底
日毎日の体温測定、健康チェック
Hマスク等の着用、手洗いい手指消毒の徹底

口清掃時のマスクと使い捨て手袋の着用

3.3密 (密集、密接、密閉)の回避
B感染防止のための宿泊客の整理 (チェックインロアウト時に密にならないよ引こ

対応。)

a自 社バスでの送迎の場合は、密集しないよう人数を制限して運行

4.換気の徹底
・施設及び客室の換気

5。 お客様への咳エチケットエ手洗いのお願い
H入 口及び施設内の手指の消毒設備の設置
E宿泊客ヘマスクの着用及び定期的な手洗い。消毒の要請
B一 定時間ごとに客室の窓を開けての換気を要請

6.消毒 a洗浄の!徹底
,施設内及ぴ備品等の定期的な消毒
・ュニフォームや衣月風をこまめに洗濯
a返却されたルームキー・キーカードの消毒徹底
ロゴミはビニール袋で密閉して処理
・トイレの蓋を閉めて汚物を流すよう表示する

7.独自の感染予防対策
・万が一感染が発生した場合に備え、1国 人情報の取扱に十分注意しながら、宿泊

客等の名簿を適正に管理する
口万が一懲染が発生した場合は、事前に他の宿泊客と区分して待機する書[屋等を

決めておく

′

1



,4U蠍 ′々 景

査許器そ

0前
"

ｆ
子
ルコ，ル落
多
デ
Ｆ
」

新
型
〓
併
鋳
勧
Ｔ
災
捷
ヤ

が
げ
じ
ま
し
↓

，

ゞ

と
い

レ
「
ぞ
ス
タ

ａ

石

目
甲
い

↑玄関 ドア横に貼付

↑民宿内に貼付
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